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アジア ― AIが生まれる場所
AIの産業化を支える原動力

Terence YT Lim
ポートフォリオ・マネジャー、株式
イーストスプリング・インベストメンツ（シンガポール）

ポイント
AIは一般的に、米国主導のソフトウェアと半導体
の革命として認識されています。しかし実際には、
それを可能にするハードウェア革命はアジアが主導
しています。
AIにおける物理的なテクノロジーやフレームワーク
の集合体となるAIスタックのすべての層は、かつて
アジアが消費者向け電子機器のサプライチェーン
で優位に立った際と同様のエコシステムを用い、製
造・検査・組み立て・スケール化が行われなければ
なりません。
AIがデジタル領域と物理的領域の両方にまた
がっている現在、アジアの製造力とイノベーション
は世界のAIハードウェアの基盤を形成しており、こ
れは投資家にとって過小評価されている構造的な
投資機会と考えられます。

ジアの強みが際立つ分野であり、その優位性は、世界
の消費者向け電子機器を長年にわたって製造してきた
歴史に根ざしています。アジアの規模と精密製造におけ
る経験、さらにイノベーションは、今日のグローバルなテク
ノロジーおよびAIサプライチェーンを支えています。そして
その地位は、他地域が簡単に置き換えたり再現したり
できるものではありません。今回4日間にわたって中国の
6都市を訪問した経験は、AIハードウェア・エコシステム
におけるアジアの優位性や、現在多くの投資家に十分
評価されていない構造的な投資機会に対する私の見
方をさらに強固なものにしました。

投資家がまずAIについて考える場合、通常では基盤モ
デル（例：チャットGPTやClaudeなど）、計算用チッ
プ（例：NVIDIAやAMDなど）、そしてアプリケーショ
ン（例：自動運転、企業向け分析など）を思い浮か
べます。しかし、これらはいずれも高速インターコネクト、
パワートレイン、精密機械部品といった物理層がなけれ
ば機能することができません。このハードウェア層こそがア

AIデータセンターの物理的基盤
増大するAIのワークロードにより、AIサーバーやサーバー
ラックの需要が高まっており、それがデータセンターの成
長を後押ししています。世界規模でITインフラを支配す
る米国のハイパースケーラーの設備投資（capex）に
対するコミットメントは、2026年*1に7,000億米ドルを
超える驚異的な水準に達しています。
ケーブルカートリッジ
中国広東省中南部に位置する東莞では、業界最大
手の一つであるAIサーバーラック向けケーブルカートリッ
ジのサプライヤーを訪問しました。そこでは、自動化され
た長い生産ラインによって、原材料の銅線が完成品へ
*1 2026年5月7日時点
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と加工されており、工程の重要なポイントではエンジニア
が監督しています。銅ケーブルは、AIインフラ全体で
データを伝送するために不可欠な接続要素です。より
高い計算能力を持つ新世代のAIチップごとにデータ転
送のためには、それに応じてより高い帯域幅のケーブル

ケーブルカートリッジ製造のプロセスフロー

AIサーバーインフラ
また、江蘇省の東南部にある常熟では、精密金属部
品を製造する施設も訪問しました。AIアプリケーション
のタスクやアルゴリズムの実行に関わるAIワークロードは、
大規模な並列処理、高い電力密度、高速データ移動、
そして継続的な稼働を伴うため、AIサーバーインフラの
設計にも影響を与えています。例えば、コネクタの金属
ハウジングは、単なる保護シェルとしてだけでなく、積極
的な熱伝導経路として機能する必要があります。極め
て微細な内部流路を持つ金属プレートで構成されたマ
イクロチャネル構造のコールドプレートは、高性能なAI
チップの表面に冷却液を直接流し、効率的に熱を除去
します。また、EMIシールド（電磁干渉対策）は、通
常は金属箔や編組ワイヤーで構成された保護層であり、
電気ケーブルの周囲を覆うことで不要な電磁信号が
データ伝送に干渉するのを防ぎます。これは、半導体、
サーバーおよびラック間で大量のデータを高速かつ正確
に移動させる必要があるAIサーバーにおいて特に重要
なものです。
これらの複雑な部品は、精密なコンピュータ数値制御
（CNC）で加工されるプロセスを必要とし、コンピュー
タ制御された機械によって金属やプラスチックが切断、
成形、穴あけされ、高い精度の部品が一貫した品質で

量産されます。アジアは、消費者向け電子機器向けに
高精度部品を長年にわたり大量生産してきたことで、
CNC製造における全工程の深い専門性を築いてきま
した。これは、スケール、精度、統合、そしてスピードに
基づく構造的な優位性であり、製造がより高性能かつ
インフラ集約型の技術へと移行する中で、その重要性
は一層高まっています。

が必要となります。ケーブルの帯域幅は、主に製造工
程におけるテーピング、ケーブリング、編組（ブレーディン
グ）、およびラミネーションの品質に大きく依存していま
す。

ケーブルカートリッジ組立の最終プロセス

自動搬送ロボット（AMR）：精密機械部品を製造するCNC装置における
切削工具の補充
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電力アーキテクチャ
次に、北京にある非常に人気の高い電気自動車
（EV）ブランドのスマート製造工場を訪問しましたが、
その多次元的な自動化のレベルは、まるでトランス
フォーマーの映画の世界に足を踏み入れたかのように感

じられました。EVは、AIインフラとヒューマノイドロボティク
スが最も成熟した形で交わる領域を体現しています。
なぜなら、これらすべてが電動ドライブトレイン、高密度
インターコネクト、そして精密製造という同じ電気機械
的基盤を共有しているためです。

EVのドライブトレインを駆動するステーター・ローター駆動システムの精密部品

EV産業は、高電圧の直流（DC）システムにおける技
術革新を加速させており、こうした能力は現在、電力
消費の大きいAIデータセンターにも応用されつつありま
す。現在のデータセンターの多くは、電力供給の全体設
計である電力アーキテクチャにおいて、交流（AC）
ベースの送配電を採用していますが、DCへの変換が行
われるたびにエネルギーが熱として失われ、複雑さとコス
トが増すとともに故障の発生箇所も増えています。これ
は従来のサーバーでは管理可能な問題でしたが、AI
データセンターでは電力負荷が大幅に増加するため、こ
うした非効率性のコストはより大きくなってきています。
アジアはEV製造と高電圧直流（HVDC）システムの
両方で強みを持っており、その強みがデータセンター向
けのHVDC電力供給設計の実現を後押ししています。
より細く冷却性能に優れたケーブルや、スイッチング損失
の小さいパワー半導体は、EVとデータセンターでの
HVDC電力供給設計の双方に共通する基盤要素と
なっています。

ロボット
ヒューマノイドロボットは、AIがデジタル領域から物理的
な世界へと拡張された「身体性を持つAI」を体現してい
ます。AIの学習はロボットの機能を決定しますが、その
中核的な性能は関節内に組み込まれたアクチュエー
ターにあり、これがロボットの精度、可搬重量、トルク感
度を左右します。
湖南省東部の長沙では、100以上のグローバルブラン
ド向けにヒューマノイドロボットを設計・製造（ODM）
する施設を訪問しました。そこでは、小売店舗の棚補
充や家事作業から、産業用生産ラインへの導入に至る
まで、ロボットのさまざまな将来の活用事例を見ることが
できました。アジアは、アクチュエーターや精密部品を製
造し、ODMを大規模に提供できる能力を背景に、
ヒューマノイドロボットの世界的な生産拠点となっていま
す。
人工衛星
また、常熟にある衛星用部品を製造する施設も訪問
しました。低軌道（LEO）衛星は現在、重要な通信
インフラとなっており、進行中のロシア・ウクライナ紛争に
おける軍事行動や、航空機におけるインターネット通信
を支えています。衛星を宇宙ベースのデータセンターとし

AIに身体と広がりを与えるハードウェア
データセンターの枠を超えて、AIの進化の次の段階は
物理的なものとなり、現実世界で動作するロボットとい
う形を取り、さらに宇宙における人工衛星へとその波及
範囲を広げていきます。
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ハーモニック減速機およびブラシレス電動モーターといった主要部品で構成
されるアクチュエーター関節

ヒューマノイドロボットの構造

て機能させる構想も提案されており、SpaceXは米国
連邦通信委員会（FCC）に対し、AIチップに電力を
供給するため、常に太陽光を受けられる軌道で運用さ
れる100万基のデータセンター衛星の配置計画を申請
しています。これらの衛星には巨大な太陽電池パネル
が必要となり、その設計には高い発電効率を維持しな
がら柔軟な保護を実現するために、超薄型ガラス
（UTG）の封止技術が活用されます。アジアは、結
晶成長、超薄型加工、光学研磨に至るまで、消費者
向け電子機器分野で長年培ってきたUTGに関する深
い専門性を有しています。この専門性により、次世代の
宇宙におけるAIコンピューターアーキテクチャの実現を支
える上で、同地域は有利な立場にあります。

アジア：AIハードウェアの中核基盤
アジアはAIの産業化を支える原動力です。AIの物理
的スタックのあらゆる層は、先進的な電力システムや高
速インターコネクトから、精密アクチュエーターおよび衛
星部品に至るまで、アジアが消費者向け電子機器のサ
プライチェーンで優位に立った際と同様のエコシステムを
用い、製造・検査・組み立て・スケール化が行われてい
ます。AIがデジタル領域と物理領域の双方にますます
深く組み込まれていく中で、アジアの包括的な製造能
力とイノベーション基盤は、グローバルなAIハードウェアの
中核を成しています。この物理的基盤はこれまで十分
に評価されてきませんでしたが、投資家にとっては長期
的かつ構造的な投資機会を提供するものと考えられま
す。

用語集
高速インターコネクト： コンピュータチップやサーバー間で情報を高速に移動させるデータの“高速道路”。大規
模なAIモデルでは、多数のプロセッサが協調して動作する中で膨大なデータを高速にやり取りする必要があるた
め、非常に重要な役割を果たす。
パワートレイン： 車両に動力を供給し、走行を可能にする部品群を指す。電動車やAI搭載車両においては、
性能と効率を向上させるため、ソフトウェアやAIによって最適化および制御される度合いがますます高まっている。
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